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1. はじめに 
経営の意思決定や業務改善の支援において，人間や組織

の活動データの活用は大きな可能性を秘めている． 

社員の行動を把握する方法として，我々は，センサネッ

ト技術を用いて社員や組織の活動状況を分析可視化する，

ビジネス顕微鏡の研究に取り組んでいる[1]．これは，名札

型のセンサノードを業務中の社員が装着し，センサで収集

した情報から，社員の繋がりや活動，組織の活動を解析す

るものである．これら活動データに基づき，組織コミュニ

ケーション改革の定量的な評価も試みている [2]． 

人間の行動を変容させるためには，まず，自分に関連す

るフィードバックを収集し，正確な自己認識を確立するこ

とが必要である[3]．これには，現実に即した行動記録と共

に，他者との行動比較による自分の特性把握が必要であり，

その際に会話が伴えば，より確かな理解に繋がると考える． 

そこで，本稿では，社員の自律的な行動変容を支援する

ことを目的とし，社員の行動を様々な角度から捉えたフィ

ードバック内容と，自己認識を深める対話の場を誘発する

フィードバック方法について，述べる． 

2. フィードバックシステムの概要 
本章では，自発的な行動変容を起こすために効果的なフ

ィードバックシステム，セミパブリックディスプレイ(SPD)
を提案する．SPD は，パブリックエリアに設置することで，

その場に人が集まり，提示された各人の行動ログを題材に，

自分の行動を振り返ったり，自分の行動の特徴を周囲と比

較したり，最近の状況や過去からの変化など，働き方に関

する会話が自然になされることを目指している． 
「セミパブリック」というのは，SPD 前にいる人のログ

しか閲覧できないという制限をかけることで，閲覧者の間

でのみパブリックにデータが提示されることを意味してい

る．個人の行動データはプライベートなものであり，その

場に不在の者のデータは見ることが出来ない仕組みとする． 

2.1 システム構成 
SPD は，行動ログコンテンツを表示するディスプレイ，

コンテンツ表示を制御する表示用 PC，閲覧者を検知する閲

覧者検知用受信機からなる．ディスプレイには，複数の人

が集まりやすく，それぞれが手を出して操作しやすいよう

に，37 インチのタッチパネルを用いることにした． 
図 1 に，SPD の全体構成を示す．名札型センサノードを

装着した閲覧者がディスプレイの前に立つと，赤外線セン

サが発信するユーザ ID を閲覧者検知用受信機で受信する．

表示用 PC は，閲覧者検知用受信機からユーザ ID を受け取

ると，画像表示プログラムで，事前に作成したコンテンツ

画像群から，該当するユーザ ID のコンテンツを呼びだし，

その画像を表示する．これにより，閲覧者に応じたコンテ

ンツが表示される． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 画面構成と操作インタフェイス 
行動ログコンテンツを，SPD を介して本人にフィードバ

ックするにあたり，SPD 前に集まった人同士の会話を促す

ためには，一目で状態がわかる可視化手法を用いること，

データの比較がしやすい画面遷移ができること，が必要で

あると考えた．図 2 に，行動ログフィードバック画面の構

成を示す．画面は大きく 3 つのエリア（閲覧者表示領域，

ページコントロール領域，コンテンツ表示領域）に分かれ

ており，表示用 PC の画像表示プログラムによって，この画

面がコントロールされている．閲覧者表示領域には，SPD
の前に立った閲覧者の名前が表示される．ユーザ選択ボタ

ンを押すと，選択ユーザの行動ログが，コンテンツ表示エ

リアに表示される．コンテンツの種類や日付は，ページコ

ントロール領域のボタンを押すことにより切り替える． 
SPD の画面切り替えインタフェイスは，「対象ユーザ」

「コンテンツの種類」「対象日付」の 3 つのパラメータの

うち，2 パラメータを固定し，1 パラメータを切り替えるこ

とで，データを比較しやすくした．例えば，ユーザとコン

テンツを固定したまま日時を変更すると，個人の日ごとの

変化がわかる．また，コンテンツと日時を固定したままユ

ーザを変更すると，同日の行動を他の人と比較でき，個人

の業務中の行動特性を認識しやすくなる．これにより，他

の人の働き方に対する興味・関心を喚起し，より多くの人

との SPD 前での会話の機会の増加を狙う． 
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3. 効果的なフィードバックコンテンツの検討 
SPD に提示する個人行動ログは，業務中の行動を適切に

反映したデータである必要がある．  
行動ログから自己認識を深めるには，直感的に状況を思

い出し易く個人の特徴がわかり易い可視化手法であること，

時期による行動の変化が把握できること，が大切であると

考え，以下の可視化コンテンツを提供することにした． 

(1) 個人行動サマリ 
個人の 1 日を，どのように時間を使ったか，誰といつ対

面したか，その時の活動状態はどうだったか，などを振り

返ることができるものである（図 2）．翌日の朝には，セン

サから取得されたデータが解析され，フィードバックコン

テンツとして閲覧が可能になるため，記憶が新しいうちに

その日一日を振り返ることが出来る．一日の行動を業務と

結びつけて考えることにより，デスクワークの多い一日だ

った，このメンバとの会議は積極的に参加していた，など，

自分の行動に対する気づきを得ることを目的としている． 

(2) 時間の使い方 
過去最大 6 ヶ月の時間の使い方の時系列変化や，各活動

の割合，週毎の変化，曜日ごとの変化など，さまざまな観

点における長期変化を振り返るものである．時系列変化の

一部抜粋を，図 3 に示す．過去の時間の使い方を業務のフ

ェーズと結び付けて振り返ることにより，時期やフェーズ

による働き方の違いを認識することが目的である．名札ノ

ード装着有無，赤外線センサによる対面の有無，加速度セ

ンサによる身体の加速度リズムから，業務中の活動を，①

双方向対話 ②一方向対話（話し手） ③一方向対話（聞き手） 
④同席 ⑤デスクワーク ⑥個人作業 ⑦外出 の 7 状態に分類

し，活動状態に応じて色を変えて表示した．これにより，

全体を俯瞰すれば，時期による働き方の違いを直感的に把

握することができる．また，他者のデータと，色の割合を

比較すると，個人の働き方の特徴（コミュニケーションが

多い，デスクワークが多い，残業が多い，出張が多い，な

ど）を認識することができる． 

(3) 対面コミュニケーション 
コミュニケーション量や質の，短期（過去 2 週間）にお

ける変化と，長期（過去最大 6 ヶ月）における変化を振り

返るものである．短期における変化からは，主に対面して

いる相手より現在どの業務が主であるかを認識し，業務遂

行上必要なメンバと対話しているかどうかを確認すること

を目的とする．短期変化の一部抜粋を，図 4 に示す．長期

における変化では，時期（期首/期末，プロジェクト開始/終
了，イベント時）によるコミュニケーション量や質の変化

や，自分のコミュニケーション傾向を知ることを目的とし， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

更には，そのコミュニケーションの変化とその時の業務状

況の良し悪しとを結び付けて，自分の仕事の成功パタンや

失敗パタンを自ら探し出すことが狙いである． 

4. 評価 
SPD による自己認識を深める対話の場の誘発効果を，閲

覧ログから得られる閲覧時間により評価した．比較対象は，

SPD 開発以前に利用していたシステムとした．これは，組

織ネットワーク図と全員の一日の時間の使い方を常時表示

しているものであり，閲覧者に応じてコンテンツを切り替

える機能はない．一人で閲覧，複数人で閲覧に分けて，そ

れぞれの閲覧合計時間を算出したところ，一人閲覧は 1.53
倍，複数人閲覧は 2.18 倍に増えており， SPD により対話の

機会を生んだことを確認できた． 
また，働き方の長期変化のフィードバックにより，業務

と照らし合わせて自分の行動を振り返りやすくなり，SPD
前に集まった仲間との会話で業務状況を話す機会が増えた

ことを確認した． 

5. おわりに 
本稿では，社員の行動変容を支援する行動ログのフィー

ドバック内容及び方法について述べた．個人の働き方を多

角的に捉えるために，社員が装着するセンサで取得した実

測値に基づき，働き方の特徴や長期的変化を直感的に把握

可能な行動ログの可視化を行った．また，自己認識を深め

る対話の場を作るために，オープンスペースに設置される

が，閲覧者のデータのみアクセス可能な制限をかけて行動

ログを表示し，データの比較をしやすい画面遷移が可能な

操作インタフェイスを提供する，SPD の開発を行った． 
活用に関する評価を行ったところ，SPD により行動を振

り返る機会が増えた点，複数人で行動ログを参照する機会

が増えた点，一緒にデータを参照した他者との業務に関す

る会話の機会が増えた点において，その有用性を確認した． 
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図 3 時間の使い方(時系列変化の一部を抜粋)

図 4 対面コミュニケーション(短期変化の一部を抜粋)
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